
感 覚 と 身 体

現象 学 的分析 とその超越 論 的意義

次 田 憲 和

(1)序 自然 主義 と超越論 主義

自然 主 義者 は概 して 「世界 とは 心か ら独立 の存在 者 の 総体で あ り、人間 は この世界

(実在 的時空 間)の 一部分 として特 殊な生物(動 物)で あ って、 自然 を認識 す るとい う

ことは、 自然 と人 間の間の 因果関係 を基礎 とす る」 と考 えるであ ろう。他 方、 超越論 主

義 は これ と対蹴 的 に、我 々の認識経 験 には因果性の み な らずいか なる実在 性 も関与 して

お らず、世界 とは 総 じてコギ ト(志 向性)の 働 きに よって構 成 され る 「意味」 的対 象に

他 な らない と考 え る。 だが、超越論 主義 はほ とん ど我 々の常識 と も言 える ような上記の

自然主義 的事 実 を否定 してい るわけで も排 除 してい るわけで も毛頭 な い。超越論 主義の

側 か ら言 えば、 自然主義 的思考 は決 して間違 ってい るので はな く、単 に 「超越論 的 に素

朴」 なだけであ り、超越 論主義が 内蔵 す る多面性 の単 な る一局面 を指 摘 してい るに過 ぎ

ない のであ る。実 際 、超越論 的現象 学 はその 「領域 的存在論」 におい て、人 間 を心 身の

実在 的統 一体 と見 な してい るのであ り、両者 の間に は単 なる志 向的関 係で はない 「因果

関係」 を当然の こ ととして容認 して い るので ある。 しか しなが ら、 こ の ような 自然科学

的見方が許容 され るの は、 あ くまで エポ ケーを施 された実在 の内部 に おいてのみで あっ

て、 「脱身 体 的」 な もの と して定義 されてい る 「純粋 意識(超 越論 的意識)」 自身は決

して 自然主義 的に 説明 されえない こ とは想起 され な くてはな らない 。重要 な こ とは 「超

越論 的問題」 と 「自然科学 的」ない し 「存在 論的問 題」 を混同 しない ことで あ り、両者

を適切 な関係 におい て捉 えるこ となのであ る。

た とえ自然主義 者 といえ ども、我 々の意識作用 に とって存在者 は対 象(客 観)と して

現われ 、 しか もそ の際 、対 象 の実在/非 実在 は主要 な もので はない とい うこ とを否定 し

ないで あろ うが、 多 くの場合彼 らは意識(純 粋意識)を 身体 を備 えた 人 間の実在的部分
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と同一視 して しま うのであ る。 だが 、我 々の考 察に おいて重要 な こと は、超越論 的次 元

にお ける意識主観 と、 自然の一部 と して対象世界 の 内部で現 れる人 間 的主 観 を厳密 に区

別 しな くて はな らない とい うこ とで あ る。超越論 的 エポケ ーの方法論 的意 図 とは言 うま

で もな く、純粋意 識 を自然性 か ら抽 出す るこ とであ るが、一旦排 除 さ れた実在世界 は意

味的 に構 成 され た もの と して再確 保 され るこ とは看 過 され るべ きで は ない。 自然主義 的

見方 はま さにこの構成 され た実在 の 次元 において、 自然全体 が被構成 体 であ るの と類 比

的 に、言 わば 「構 成 され た自然 主義」 と して承 認 され るに過 ぎない の である。実在 的 自

然 な どとい う もの は 自己根拠性 を持 ち えない脆 弱な 意味統 一であ るの に対 して、 コギ ト

こそ は抹 消不可 能 な哲学的基礎 を提 供 しうるのであ り、前者 は後者 に依存 した抽象 的契

機 と して後者の 内 に組 み込 まれる とい うのが 、超越 論哲学 の基 本的 見方 なので ある。以

下の論考 の も くろ みは、超越論 主義 は 自然主 義 を単 に否定 する理論 で はな く、 それ を自

らの構城 理 論 の う ちに包括 す る総 合的理 論 で ある こ とを、 フ ッサ ー ル現象 学 に おける

「感覚」 と 「身体 」 の固有 の連 関、 す なわち感 覚内 容の 「脱 身体 化」 と 「再身体化」 の

プロセス を素描す る ことによって論 証 し、 同時 に超 越論的構成 論の形 式構造 とそ の方 法

論的 問題 を示す こ とにあ る。

(2)〈 超越論的循環:〉と感覚内容の超越論的純化

さてフ ッサ ール現象 学 によれば、 エポ ケーに よって獲得 される純粋 意識 の内容 には、

コギ トを本質 とす る志 向的体験 のみ な らず、 実的な 体験流 をなす 「感 覚諸 内容」が含 ま

れる とされて いる。志 向的体験が 「或 るもの についての意識 」 と規定 され るのに対 して、

感覚 内容 とは、或 る もの につ いての 意識 と して意味 的 に構成(統 覚 ・統握)さ れ る以前

の、す なわ ち志 向 的形 式化 を被 る以 前の意識素材 で あ る。志 向性 が あ らゆる 自然性か ら

純化 されな けれ ば な らない よ うに、 感覚 内容 も一切 の 自然性 を払 拭 した仕 方で規定 され

な くてはな らない 。従 ってそ れは、 生理学 と密接 に 連関 した自然 科学 的心理 学や形而上

学的認識 論 にお け る ように、 因果 的 に説明 されては な らないこ とは言 うに及 ばず、一切

の 「身体 性(物 体性)」 が介 入 しない仕 方で規 定 され な くては な らないは ずであ る。 も

し感覚概 念が純粋 現 象学的 に、すな わ ち超越 的統 覚 を一切排 除 して純 粋 に 「内在的」 に

規定 され るべ きで あるな らば、因果 的 に発生 が説明 され る感覚概 念の み な らず、 身体性

が混入 した感覚 は こ とごと く 「実在 的」 ない し 「経 験的」感覚 に過 ぎず、 「超越論 的内
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部性」 に とっては い まだ 「超越 的」 な、そ れゆえ既 に一定 の仕 方で構 成 された 感覚概念

に過 ぎない こ とに なろ う。従 って例 えば 「歯 の痛み 」 とい う事 例 にお いて 「歯」が 身体

の一部 と考 え られ る限 り、 この感覚 は決 して超 越論 的 な ものではあ りえないので ある。

だか らこそ、 『論 理 学研 究』 の付 録 で ある 「外 的知 覚 と内的知覚」 と題 された論文一

この論文 は前純粋 現象学 的(記 述 的心理学 的)立 場 にあ りつつ も既 に感 覚概念 の超 越 論

的規 定 に半 ば踏 み込んで いる にお い て、 「歯の痛み の知覚 において は、実 際の体験

が知覚されているので あるが、に もかか わらず この知覚 は しば しば我 々を欺 く。す なわち、

刺す よ うな苦痛が健康 な歯 に現出するのであ る。 このような錯覚 が生 じる可能性 は明 らか

であ る。すなわ ち、知覚 された対 象は体験 されて いるが ままの苦 痛で はな く、 超越 的に解

釈 された、 しか も歯 に帰属す る もの として解釈 された痛みで ある(HXIX/2770D」 と言われ

るので ある。要す るに、超越論主義 の方法論的核心 はエポケ ーに よって歯 とい う身体物

体 は排 除 され るが純粋 な感覚 としての痛 みは残 るというこ とにあ るわけであ る。(も っと

も 「歯 の痛み」 の 「歯 」 とい う表 現 が、 身体 の一部 で はな く 「痛 みの 質」 として、す な

わ ち他 の痛み ない し感 覚 と質 的に異 なる感覚 内容 と考 えられ るな らば、 この限 りで はな

か ろ うが。)

感覚諸 内容がエ ポケー(身 体 を含 む 自然一般 の排 除)の 後 に も残余 しうる とい う考 え

につ いては、一切 の実在性 と意 味的 統覚 を廃 した後 に、感覚 が質的差 異(色 彩感覚 、音

感覚 、痛感覚 な どの差異)を 持 ち う るの か?こ うい った感覚 その もの もまた深い次元 に

お いて意味化=構 成 され てお り、そ のゆ えに質的差 異 を確認 しうるの ではないか?一 切

の形相 を剥奪 され た質料が不 可知で あ るの と類 比的 に意味性 の一切 を剥奪 され た感覚 素

材 な どは空虚 な仮構 なの ではないか?と い う疑念が 生 じるか も しれな い。あ るいはそれ

以前 に、 「そ もそ も外界 の物 的原因 や感覚器 官 を備 えた身体 な くして は感 覚 な ど生 じよ

うがない!」 とい う実在論 的反論 も当然 の ことなが ら予想 され よう。 感覚素材 とい う概

念の仮構牲 の問題について は本論 では論 じないが、超越 論的方法論 に とって鉤括弧 で括 っ

た最 後の論 点は特 に重要 であ る。超 越論 的主義 の方 法 的要 点 と して我 々が確認 しておか

なけ ばな らない こ とは、外 的世界 も感 覚器 官 を含 む身体 も超 越論 的に純粋 な感覚 内容 に

基 づいて構 成 され るのであって、逆 に感 覚内容が外 的物体 や身体 の生 理的機構 に よって

因果的 に産出 され るのでは決 してな い とい う点 である。 こう した考 えが ヒ ューム、マ ッ

ハ等の現象 主義や そ れを継承す る超 越論 主義(超 越 論 的観 念論)の 方 法論的特徴 であ る

とすれ ば(1)、自然 主義 のそ れは上 の考 え とは逆 に外的物 体や 身体 機構 が感覚 を生 み 出す
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とい う ものであ ろ う。 超越論 的構成 論 が外的世界 や 身体そ して身体 と結合 した心 な どの

諸実在 の構 成 を記 述す る際 に、 まず もってそ の端 緒 に前提 される感覚 内容 の うちに、感

覚 を通 じて初め て構成 され るはず の物 質性や 身体 性 が含 まれてい るな らば、一種 の循環

に陥 って しまうであ ろう し、 また 同様 に、 自然科学 や存在論 を基礎付 けるべ き現 象学が 、

それ らの学 の依 っ て立 つ地盤 である物 的世界や 身体 等の実在 を前 提す るな らば、 ここに

循環が生 じるこ とになろ う。 こ うした循 環 を 「超 越 論的循環」 と名付 ける とすれ ば、ま

さし く超越 論的循 環 を回避す るため に これ は究極 的基礎付 けの理 念 に よって要請 さ

れ る一 超 越論的 エ ポケーが遂行 されなけれ ばな らないの であ り、そ れ に よって一切 の

実在性 を払 拭 した純粋 感覚(超 越論 的感覚)が 獲 得 され な くては な らないのであ る。超

越論主義 に とって感覚 内容 こそは 自然科学 に よって も形而上学 に よっ て もそれ以上遡 っ

て問 われる ことが 不可 能 な根源 的事 実 と して定義 されてい るのであ る。安易 な単純化 と

の誘 りを恐 れず に敢 えて言 えば、私 は この超越論 的 感覚 を生 まれたば か りの赤 ん坊 の意

識内容 に讐 えうると思 う。志 向的構成 を一切遂行 しえない赤 ん坊 の意識内容 において は、

純粋現象学 的 な意 味 の主客構造=ノ エ シス/ノ エマ の分離が生 じてい ない ことに加 え、

身体構成 も皆無 に近 い状態で あろ うか ら、実在 的意 味での 主観/客 観 の分裂 も生 じてい

ない と考 え られ る。 いか なる実在化 的統覚 も駆 使 し えない意識 主観 は、感覚 状態 を身体

の内 に局所化 して解釈 す るこ とが で きず、従 って 自我 を外界 か ら区別 された もの と して

認識 しえないであ ろうか ら、例 えば 目の前 にリ ンゴがあ って もそれ をば らば らの感覚 の

揺 らめ き として しか感 知 しえないば か りで な く、た とえ手 を傷 つけ られ て も 「まさ しく

ここにある手の こ こが 痛い」 と認知 しえず、苦痛 は いわば世界全 体 に閃 きわ た るような

もの と して感 じられ るに違い なかろ う。 まさ しくこの意味 において超 越論 的感覚 とは世

界その ものであ るよ うな感覚 と言 えるので あ る。

こう して超 越論 的 に純化 され た感 覚 内容 を素材 と して世界構成 が現 象学 的に記述 され

るのであ るが、そ の構成分析 の具体 的成 果 と して重 要 なの は 『イデー ン』、特 にその第

二巻の 「領域 的存 在論」 であ る。我 々は以下 におい て、特 にその第二 部で ある 「動物 的

自然の構成」 につ い ての叙 述 を手掛 か りに して 、超 越論 的エ ポケー に よって一旦排除 さ

れた 身体性 が、最 も根 源的 な次元 か ら構城 され てい く有様 の現象 学的 記述 を追いつつ そ

の超越論 的意義 につ いて論 じるこ とにす る。
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(3)「 感覚態(Empfindnis)」 概念 と現象 学的 身体構城

『イデー ン』の 第二 巻は フッサ ー ルの生前 には出版 され なかった著 作 だが 、そ こで論

じられ てい る,「領 域 的存 在論」 とは 、超越論 的意識 が実在世界 を構成 してゆ くときの一

般的法則 を 「物質 的自然」 「動物 的 自然」 お よび 「精 神」 の各領 域 に わたって包括 的に

記述 した もので あ る。三領域 のなか で最 も底層 に位 置す る物 質的事物 は、射 影の多様 な

現 出(感 覚 与件)を 意味的 に統一 す る ことに よって構 成 される と考 え られてい る。 だが

例 えば、事 物 は赤 や青 な ど特殊 な照 明 を当 てる と違 った色 に見え る とい うことな どを参

照す るな らば、物 質的事 物 は決 して 単独 で構成 され るので はな く、周 囲の状 況 との機 能

的=函 数的 な依存 関係(因 果 関係)の なか にあって 持続す る固有性 の基体 として統握 さ

れ なければ ならな いのであ り、 この ことによって、 事物 は単 な る 「図式(色 などの感 性

的性 質に満 た されて延 長 した空 間形 態)」 以上の実在 、すな わ ち物 質的 「実体」 として

構成 され うるので ある。 しか しなが ら同時 に、異常 な身体器 官に よっ て経験 され た事 物

は物質 的 自然 の有 す べ き客観性(客 観的実在性)を 有 し得 ない し、 ま た事物 知覚 には一

般 に感覚 お よび運 動 能力 を備 えた身 体が必要 とされ るので あるか ら、 物 質的実在 の構 成

的意味 には生 きた 身体 との 固有 の関 係、す なわち 「心理物理 的条件性 」 と呼ばれ る広義

の 因果性 が含 まれ ざる をえない ことに なる。ま さにこの よ うに して、客 観 的 な物質構 成

には身体構 成が必 要 とされ る、換 言 すれ ば、前 者の構成 記述 は後者 の それ を必 然 的に含

むべ きことが 明 らか となるのであ る。 もちろん、身 体 と外 的世界 の間 の こう した構成 的

相 関関係は、 もっ ぱ ら領:域的存 在論 にお ける相 関性 であ って、実在世 界 の存 在 は一 般に

意識 の志向的構成 を前提す る とい う超越論 的テーゼ と混 同 されて はな らない(第6節 の

図式 にお ける二重 の主客 関係 を参照せ よ)。

フ ッサー ルの考 えで は、 身体 が最 も根源 的な次元 で構成 され るのは 、視 覚で も聴 覚で

も、 さらにまた運動感 覚=キ ネステーゼで もな く、他な らぬ触感覚 に よってなので ある。

触感覚 の優 位性 を主張 した哲 学者 と してはア リス トテ レスやバー ク リーが挙 げ られ よう

が 、 フッサ ールに よれ ば、触 感覚が 他 の諸感覚 に比 して卓 越性 を持つ 所 以は、 それが、

超越論 的エ ポケー に よって一 切の身 体性 を剥奪 され た、世 界構 成 の根 源 的基底 としての

単 なる純粋感覚 で はな く、 身体の特 定 の部位(身 体 全体 を含む)に 局 所化 され た、従 っ

てあ る種の空 間化 を被 った感 覚内容(も っ とも感覚 態 の持 つ局所性 は 「すべ ての物 質的

事物規 定の持 つ延長 とは原理的 に異 なる もの(HN149)」 である)一 すなわち 「感覚 態」と
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呼 ばれ る特異 な感 覚 た りうるか らに他 な らない。痛 み を例 にとって言 えば、我 々が痛み

を感 じるの は 自分 の 身体 の特定部分 において なので あ り、我'々は通 常何 処で もない不定

の場 所 に痛 みは感 じないのであ る。 身体 が十全 に構 成 され るには、触 感覚の みな らず他

の感覚が当然要求され るのだが、身体が単な る物体で はな くまさし く「身体 になる(HIV145)

には感覚態 が必要不可 欠なので ある。

さらに、触 感覚 が他 の感 覚 に対 して秀 でた身体構 成機 能 を持つ所 以 と して注 目され る

べ きはその 「二重性格 」で ある。 フッサ ール はこれについ て 『イデ ー ン』二巻 のなかで、

「私は机 を固 く冷 た く滑 らか な もの として経験す る 。机 の上 に手 を動 か してい くと、私

は机 と机 の事物 規 定 とを経験 す る。 しか しそれ と同時 に、私 は常 に手 に注意す る ことが

出来 るので あ り、手 の上 に触 感覚、滑 らか さの感覚 、冷 感覚 な どを見いだす 。……机 の

上 に置かれ た手の ところに感 じる同 じ圧 力の感覚が 、一方で は机 の表 面(本 来は机 の表

面 の小部分)の 知 覚 〈 として 〉統握 されるが、 〈他 方 の注意 の方 向 〉 におい ては、す な

わち他の統握 層 を顕在化 す る と、指 の圧力感覚 を生 じる(HN14b)」 と述 べて いる。 これ

らの文言か ら分 か る ように、触感覚 に特徴 的な二重 性 とは、触感覚 に おいて は触 れ るも

の と触れ られ るもの とが 必然的 に接 触 してい るが ゆ えに、触感覚 は外 的実在物 を呈示す

る対 象化機 能 を有 す る と同時 に、 身体 自身の 自己感 覚 で もあ りうる とい うこ とであ る。

しか も、二重性 を本質特徴 とす る触 感覚 が 自己 の身体 の部位 に感覚 された とき、感覚態

と呼 ばれ る局所化 され た感覚状 態が 生 じるのであ る。 こ うした統覚 の 二重性が存 してい

る限 り、身体構 成 は単独 で行 われ るので はな く、あ くまで外 的事物 の構 成 と同時 的であ

りかつ不可分 であ ると も言 え るで あ ろ う。 こういっ た感 覚態現象 は外 的事物 の経験 にお

いて生 じる もので あ るが 、合掌す る ときの ように自分 で 自分の 身体 部 分 を触 れる場 合 は

その応用で あるに 過 ぎない。感覚態 の説 明 と してい きな り自分 の身体 を触れ る場合 を持

ち出す現象学者 が 多いの だが、実 は感覚態 の特質 は通常 の事 物経験 に おいて よ り根 源的

で より単純 な仕 方 で存 しているので あ って、身体 を触れ る場 合 はそ れ が複 合化 されてい

るだけなので ある 。 「手 を手 で触れ る場合 も同 じで あ って、ただ よ り複雑 であ るにす ぎ

ない。その場合 我 々 は二 つの感覚 を有す るのであ り、各 々は二重 の仕 方で統握 され る、

言 い換 えれ ば経験 され る(HIVI47)」 のであ る。すなわ ち、 この事 例 において、例 えば右

手 で左 手 を触 れる場 合、我 々は触感 覚 を通 じて左 手 を身体=物 体 として統 覚す る と同時

に、右 手 自身の内 部 に右手 の身体感 覚 を感 じるので あ り、右 手 自身を そ うした感覚 態が

局在 す る特殊 な物 体 と して統 覚す るので ある。 しか しこの場 合、触 れ られてい るのが単
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なる事物 では な く自己 の身体 であ り、従 って左手が右手 を触 って もい るわけで あるか ら、

左 手 につ いて も右 手 について述べ た こ とと同様 のこ とが言 えるのであ って、物 理的事物

を触れ る場合 の二重性 が ここでは左右 両手 に関 して 同様 に見いだ されるわ けで ある。

ところで、身体 構成 の根底 をなす 触感 覚の二重性 や感覚態 の有 す る局所性 は他 の感覚

野で は見 られない もの であ り、 まさ にその ことが触 感覚 の優 位 を保 証 してい る とい う点

は看過 されては な らない。 「我 々は見 られた事物 を 見る眼の上 にある もの と して見 るこ

ともで きない…… 見られた身体 と私 が名付 け る もの は、触 れ られ た身体 と しての私の 身

体 が触れ られた触れ る もので あるよ うに、見 られた見 る ものでは ない(HN148)」 と言わ

れてい るよ うに、 視覚 には感 覚態 とい う特 性が一般 に欠如 してお り、 眼が局所化 野であ

りうると して も、 それ は触感 覚 にと ってのみなので あって、眼 は触 れ られ感覚態 を供給

するがゆ えに 自らの身体部分 と して 構成 され るので ある。それ ゆえ、感 覚態が 身体構 成

の最根 源 的な基底 であ る とい う観点 か ら言 えば、運 動感覚 を含め て、触 感覚以外 の一切

の感 覚が遮 断され た人 間(意 識主観)も 、単な る物 体 で も純 粋意識 で もない、勝義 の身

体 を持 って いる(構 城 してい る)と 言 えるか も知 れない(HN147)。 しか し逆 に 「眼 だけ

を持 つ主観 は決 していか なる現 出す る身体 も持 ち得 ないであ ろう(HN150)」 と言 われて

い る ように、触覚 以外 の感覚 、例 え ば視覚 のみ を所 有す る主観 に とっ て身体構成 は不 可

能 なのであ り、 しか もこの こ とは視 覚以外 の感 覚に ついて も同様であ ろう。す なわち、

触感覚 を遮断 され た主観 にお いては 、た とえ運 動感 覚 を有 し身体 を自 由に動 か しうる と

して も、彼 の身体 は他 の道具 と基本 的 には変わ ら ないであ ろ うか ら一 身体は直接動か

せるのに反 して他 の事 物は身体 を介 して間接 的に しか動かせないという相違 はあ る(HIVl52)

-身 体構 成 は行 われて いない と言 うべ きであ ろう(2)
。

(4)「 感覚態」概念 の く超越論 的 〉意義

身体が他 の事物 と異 な りまさに生 きた身体 と して構成 され るのはそ れが感覚 態 に覆 わ

れた特殊 な領 域で あ るこ とに よるの であ り、 「身体 は根 源的 には触 覚性 にお いてのみ、

熱 さ、冷 たさ、痛 み等 々の ような触 感覚 とともに局 所化 され ると ころ の もの全 てにおい

てのみ 身体 として構城 され る(HIVI50)」 ので あるが、 ここでの我々 の興 味は もっぱ ら身

体構 成の原初 的契 機 と しての感覚態 概念 が、身体 も物 的世 界 も前提 しない純粋感覚 か ら

世 界構 成 を記述 す る際 に果 た して い る超越論 的意義 にある。感覚態 が 主に領域 的存 在論
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にお いて登 場す る概念 であ り、 しか も局所性 を持 つ もの と して定 義 され てい る以上、そ

れ は もちろん純粋 意識 の実的 内容 を 表示 す る超越論 的概 念で はな く、 実在化 を被 った意

識内容 を意味す る存在論 的 ない し心理学 的概念 であ る と言 える。エポ ケ ーに よりい った

ん脱 身体化 された 感覚 内容 が再 身体 化 され、 極 めて不 完 全 な形で は あれ 、心 ≒身体 の

「内」 と 「外」 との経験 的 区別(実 在的 区別)が 生 じて くるのは 実際 には微 妙 に融

合 してい るが まず もって触感 覚 の有す る局 所性 と二重性 に よるの で ある。感覚態 は

(身体 物体 との因果 的関係が 明確 に構 成 されてい な くとも)身 体内部 に疑似 空間化 され

た心 的内容 に他 な らない とい う観点 か らす れば、 「心 は身体 の 中にあ り、身体が今 まさ

にある ところにあ る(HIVl77)」 と言 え ようし、 さ らには 「心(感 覚)と は広 義の 身体 で

ある」 とまで言 え るか もしれない。 しか しなが ら他 面で は、感覚態 は それが超越論 的感

覚 と厳密 に区別 された存在論 的概念(領 域 的概 念)で あるに も拘 らず 、それ 自身既 に構

成 された全 き身体 を前提す る もので ない ことは強調 され な くて はな らない。領域 的存在

論 におけ る構 成論 的順序 として重要 な点 は、先の第3節 の引用箇所 で の感覚態 に関す る

フ ッサー ルの説明 の仕方 がその よう に(触 覚経験が 「手」 とい う身体 部分 を必要 とす る

かの ように)見 え よう とも、感覚態 が完全 に構 成 さ れた身体 を前提す るので はな く、逆

に感覚態 は ある種の 身体化 を受 けた感 覚 内容であ る とは い え、全 き身体 を前提せず 身体

以前 の もの として 身体構成 の原初 的契機 を成 してい る とい うことであ る。 この点 を見誤

るな らば、超越論 的循環 を回避すべ きエポケ ーの方 法 的意義 を見失 っ て しまうこ とにな

ろ う。純粋 意識が 外 的原因や感覚器 官 を有せず とも感覚 しうる意識 と して定義 されてい

る こと と半 ば類 比 的に、超越論 的構成 論 におい て感覚態 は完全 に構成 された実在物 とし

ての 身体 がな くと も生 じえ、かつ そ れを通 じて初 め て身体 が構成 され るところの感 覚 と

見 なされなけれ ばな らないので ある。

もちろん身体構 成 には感覚態 のみ が関与 している わけで はないので あ って、実際 フッ

サ ールは感覚態 の説 明に続け て、 「意 志器官 と自由運動 の担い手 としての 身体」 につい

て も説 いてい る。 本論 は フッサ ール の身体構成論 の 全貌 を解説す る こ とを 目的 とす るも

ので はない し、 ま たそ もそ もフ ッサ ールの現象学 的 分析 が完壁 な もの であ るわけ もなか

ろうか ら、全 ての契機 につい て本論 で詳論す る必 要 はないで あろ うが 、我 々は さらに感

覚態 を基礎 として その上 に打 ち立 て られ る身体構 成 の層 に注 目 しな ければ な らない。

『イデー ン』二 巻 第42節 の纏 めに よれ ば、 「感覚 態」や 「自由運動 器官」 とい う契機

は 「内 的態 度」 に よっ て内側 か ら捉 え られた 身体 性 であ るとされ て いる(こ こで言 う
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「内部 性」 は超越 論 的内部性 では な く 「心理学 的内 部性」 であ る)。 これ らの 内的契機

は ともに感覚 内容 を脳 や神経系 にで はな く身体 全般 に局在 する と見 なす とい う点 で前科

学的(日 常的)見 方であ る といえ よ うが、 内的契機 に続 けて フッサ ー ルは 「外 的態 度」

による身体構成 に ついて述べ てい る。 この外 的契機 と して、身体が物 質世 界 と主観領域

の 間に挿入 された特 殊 な現 出様 式 を持つ物 質的事物 であ り、その周 りに空間世界が取 り

集め られ るところ の中心点 である こ と、 身体 は実在 的外部世 界 に対 して因果関係 を有す

るこ とな どが挙 げ られてい る。 この 外的契機 は身体構 成 の根 源的契機 ではない のだが、

それ らの中で も特 に最後の契機 は 自然科学 や存 在論 の現象学 的基礎付 けに直接通 じる重

要 な ものであ るか ら次 にそれについ て見てみ よう。

(5)純 粋意識 のく人 間化 〉 と 「知覚 の因果説」

も し外 的事物 や周 囲の状況が既 に あ る程度 以上構 成 され ている とす るな らば、他 の感

官領域 に比 して触 覚 の場合 に は、 物理 的刺激 とその 結果 と して の感 覚 状態 との機 能的

(函数 的)な 対応 関係は見 えや すい であ ろう。 「か くか くの身体部位 をく針 で刺す 〉 と

い う実在 的状況の もとで、(状 態 野 として の)感 覚 野にく突 き刺 す よ うな感 覚 〉で ある

状 態感覚が 生 じる(HIVl55)」 とい う場合が その一例 であ るが、 フ ッサ ールは ここで 身体

を 「条件 的」 ない し 「心 理物理 的固有性 」 を有 する もの と して認めて い るのであ り、感

覚 と身体 と外 界 とが 因果 関係の うち にあ るこ とを承 認 してい るのであ る。 身体 とは外 的

刺 激 に対す る感受 性 を持 ち感覚野 を おのれの内 に局所化 しうる特 異な 物体 であ り、 その

意 味で 「物理 一感 性論 的統一体」 な のであ る。 この場 合、触感覚 と外 的状況 との因果 関

係 は物質 的事 物の 間の依存 関係 とは区別 された 「疑似 因果性(HN138)」 にす ぎない とさ

れて い る が(HIV156)、 それ で も後 に述べ る ように感覚状態 と外的刺激 が因果 的関係 に

よって結合 され る ことで 自然科学 と存在 論が前提す る実在 図式が構 成 され るこ とに なる

とい う点 は重 要で あ る。 フ ッサ ール は、触感覚 な どの感 覚素材 と違 い 、知覚 や思考作用

な どの志 向機 能(志 向 的体験)そ の ものは直接かつ 本 来的 には局所化 され ない と言 って

いる一方で(HIV153)(3)、 感覚内容 について は、触感 覚のみ な らず視覚 な ど他の感覚 野 も

一般 に局所 化されうる もの と考 えてい る(HIV156)
。 もちろん、例 えば視 感覚 の局所化は、

触感 覚の身体全 般 への局所化 と違い 、眼 や神 経系へ の局所 化で あるか ら(触 感覚 や運動

感覚 も同様 に神経 系へ 局所化 され うるで あろ う)、 本 来的 に経験 で きな い間接 的局所化
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であ るが 、感覚内 容 は総 じて、眼 な どの感覚器 官、脳 な どの 中枢 神経 系お よび末 梢神 経

系 、そ して外 的刺 激 と因果関係 を有 し、心身の 間に は対応 関係 や相 互 作用が存す る とい

うことまで、 フッサ ールが認 めてい るこ とは注 目されな くて はな らない(HIVI57&164f)。

だが、 この ような 見解 は超 越論的構城 の発生序列か ら言 って、感覚 態 やキ ネステーゼ な

どの、 よ り基礎 的(日 常 的)な 身体 性 を前提 とす るか な り高次 の、 そ れゆ え生理学 な ど

の 自然科学 的知 見 に基づ く(よ って構成 主体 として の相互 主観性 を も前提 す る)構 成的

要件であ ろ うと思われ る。従 って、自然 の因果系列 の内に据 え置 かれたこの感覚概念 は、

世界構 成の最根源 的基底で ある超越 論的感覚 と区別 され るべ きことは言 うまで もな く、

触感覚 に限定 され た感覚態 よりも高 度の仕方 で構 成 され 「自然化 」 さ れた 「自然主 義的

(自然科 学 的)」 感覚概念 で あ るとい うこ とにな る。 も し感 覚 を含 む心 的内容 が物 質 と

因果 関係 を有す る 限 り、心物 が何 らかの 同質性 を共 有せね ばな らない とす れば、 この と

き心 は疑似 「物 質化 」 されてい るとも言 え よう④。

以上 の記 述か ら容易 に理解 される 通 り、領域 的存 在論 にお いて フッサ ールは、超越論

的次元 において意 識主 観 を身体 を持 たない純粋意識 として捉 え、その 意識 内容 の うちに

実在全 体 を還元 したの とは反 対 に 、意識 をあ くまで心 身 の実在 的統 一 としての 「人間

(動物)」 の部分 契機 と見 な してお り、 感覚発 生 の因果 的説 明 も当然 の こ とと して容認

してい るのであ る。 もちろん言 うまで もな く、 この人 問的主観 はあ く まで超越論 的 自我

に よって志 向的に構 成 された実在的 主観 、 しか もそ の構成 的意味 に身体 との心理物理 的

な依 存関係が含 まれてい るところの意識主観 であ る。 『イデー ン』 一巻の表現 に よれ ば、

「身体 に対す る経 験 的関係 に よって のみ意識 は、実 在 的人 問や動物 の意識 にな るのであ

り、 その ことに よってのみ意識 は 自然の空 間 と 物理的 に測 定 され た 時間の 中に

位置 を得 る(H皿130)」 の である。す なわち、純粋意識 の感覚内容 は総 じて 身体 との機能

的連結 に よって 「実在 化的統覚」 を被 り、 因果 的に 規制 された 自然の 一部 としての 身体

と りわけ脳 や神経 系 の内 に封 じ込 め られ るので あ り、 「身体 と心 が固 有の経験統 一 を形

成 し心 的な ものが この統 一 によって 空間 と時 間の中 にその地位 を得 る とい うこ との うち

には正 当なる意識 のく 自然化 〉が存 してい る(HIV168)」 のであ る。 そ して、エ ポケー に

おいて いかな る実 在性 も持 ち えない もの として定義 されていた純粋 意 識が 自然(実 在的

時空間)の うちに 自らを構 成す るこ の 「自己構 成」 に よって心 ≒身体 の内 と外(自 我 と

外界)の 区別 も構 成 されるのであ る。 まさに こう した主客構造 が構成 される こ とに よっ

てのみ 自然科学 や 存在論 の因果的図 式が可 能 となるので あ り、それ らの学 が超越論 的基
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礎 を付与 され るこ とにな るのであ る。

(6)結 言ト 現象学的構城論の形式的構造

以上 の議 論 を踏 まえて、超越論 的次元 と存在論 的次 元の構成論 的関 係 を多少 な りと も

図式的 に示 すな ら ば、 以下の ように なろ う。超越論 的還元が括弧 入れ で ある ことを考 え

合わせ る と、超越 論 的主観Sが 実在 的客 観0を 構成 する とい う事 態は 、S→(0)と 書

け よう。 こ こでの 矢 印は言 うまで もな く超越論 的意 味での志 向的関係 で あって因果 関係

では な く、括 弧の 中の客観 は志 向的 に構 成 され た意 味統 一で ある。 しか し同時に、構成

された実在 の うち には、物 質 的事物 のみな らず経験 的主観Sが 身体 に 依存 した もの と し

て必然 的に含 まれ るのであ り、 こう した点 を考慮す る と上の図式 はS→(S-0)と 書

き換 えられ よう(括 弧 の中の主観 は括弧 の外 の主観 に とって は客観 に 過 ぎない)。 そ し

て、括弧 の中の実 在 的主観Sの 実在 的(空 間的)外 部 にそのSと 因果 関係 にある物質 的

客観0が 存 在 し、 かつ両者 が と もに括弧 の外 の超越 論 的主観Sに よっ て志向 的内在 にお

いて構 成 され る ことが 自然 主義の 超越論 的基 礎 を成 して いるのであ る(5)。興味深 い のは

この図式 において 、身体 が括 弧の 中 の外 的事 物 に属 す るのか主観 の側 に属す るのかが曖

昧 な ことで あるが 、〈主観 であ ると 同時 に客 観で もあ る〉 とい うこ う した 「両義性 」 こ

そが 、 まさに身体 とい う特 異な実在 物の 本質特徴 なの であ る。 とい うの も、括弧 に入 っ

た実 在 と括弧 の外 の超 越 論的 主観 の 区別 が 〈現 象学 的 区別 〉である の に対 して、括 弧

の中のS/0の 区別は厳密 な境 界 付 けが で きない経験 的区別だか らであ る。例 えば、杖

な どの道具 あるい は爪や髪 の ことを考 えれば、身体 と外界 との境界 は そ もそ も身体 が物

質 か らで きている以上不確定 であ るこ とは容易 に了解 され るであろ う し(HV9)、 他方 、

心 身関係 につ いて は、本来異 質な属 性 を有す る両者 が機能 的に相関 させ られてい るに過

ぎないため(特 に志 向的内容 につい て はこの相 関法 則 はかな り不 明 で あるが)心 と身体

=物 体 の問 には依 然 として 明確 な質 的差異が あ るに も拘 らず 、心的 内容が 身体内部 に投

入 され同一の時空 間に共存 してい る と見 なさ れる限 りにおい て、心身 は不 即不離 の 関係

にあ るのであ る(心 は身体物体 な しで は存在 しえない非独 立的実在 であ る)。

と もあれ、 こう した主客 図式 か ら、 フッサ ール現 象学 において存在 論 とは構 成 された

存在論 に過 ぎず、 自然 主義 とい う素朴 な世界観 も構 成 され た実在 と しての括 弧の うちで

しか通用 しない有 限な見方 に過 ぎな い ことが容易 に 見て取 れるわけで ある。 しか しなが
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ら、 この こ とは、超 越論的現象 学 こ とにその領 域的 存在論 の構 成形式 が何 の矛盾 もアポ

リア も含 まない とい うことを意 味す るわ けではなか ろう。前述 の ご と く、主観Sが 世界

構 成 の過程で構造 的に二重化 された わ けだが 、 こう して生 じる 「主観 概念 の多義性」 は

果た して本当 に真 正 な帰結 なのであ ろ うか?「 感覚概 念の多 義性」 は主観概 念の二重性

か ら派 生 してい るの だが、 〈脱 身 体化(エ ポ ケーに よる意識 の純化)〉 とく再 身体化

(自己構 成に よる意識 の 自然化)〉 とい うフ ッサー ルの一連 の論 法 も無批判 に承認 して

良い ものであ ろうか?こ の 「主観性 のパ ラ ドックス」 は 「超越論 哲学 と心理 学 との並行

関係」 を巡 る問題 とも本質的 に同一 の問題で あって 、超越論 的基礎 付 けの可 能性の 中心

に位置す る極 めて 重要 な問題で ある 。 しか し、 そ う した問題 の本 質 を ここで 明 らか にす

る余裕 はない以上 、超越論 哲学 と形 而上 学や 自然科 学 との関係、 ある い は心 身問題や認

識論 との特異 な関 係 につ いてな ど、 まだ論 じるべ き多 くの本質 的問題 が残 されてい るこ

とを指摘 して本小論 を終 える こ とに しよう。

註

本論 中にお けるHusserlianaの テキス ト箇 所へ の指示 は巻 数 をローマ 数字、ペ ー ジ数 を

アラビア数字で表 す。 なお引 用文中の傍 点は筆者 による もので ある。

(1)例え ば、マ ッハの感覚概 念が心 的で も物的で もない中性 的な もの と して非 形而上学 的

に定義 されてい るこ とを想起 せ よ。 マ ッハ著 『感 覚の分 析』(1995年 法 政大学 出

版 局)DieAnalysederEmpfindunganddasVerhaltnisdesPhysischenzumPsychischenvon

Dr。E.Mach(VerlagvonGustavFischer1922)第 一、第二 、第四章参照 。

(2)触覚 と視 覚の 関係 な らび に前 者の後 者 に対 す る優 位性 に ついて の議論 は大 森荘 蔵著

『新視 覚新論』(1991年 東京大学 出版 会)第 一章 「見る こ とと触 れ るこ と」 の記

述が 参考 になろ う。あ るいは 、 ワロン著 『児童 における性 格の起源 』(1969年 明

治 図書 出版)を 参 照す るな ら、現象学 的身体構 成論が発 達 心理学 の記 述 と りわけ触感

覚(感 覚 態)に よる幼児の 身体 認知の記述 と興 味深い類 似 を示 している ことが看取 さ

れ るであろ う。 もっ とも、後 者 は実在世界 の存 在 を予 め前提 した素朴 な心理学説 であ

ろ うか ら、超越論 的理論 と同一視 されて はな らない。 ま た、 フッサ ールの動物 的自然

(心 ・身体)の 構 成論の解説 として、デ ィーマー著 『エ トム ン ト ・フ ッサー ルー そ

の現象学 の体系 的叙 述の試 み』EdmundHusserl-VersucheinersystematischenDarstellung
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seinerPhanomenologie(1965VerlagAntonHein)の 第四章が有益 であ ろ う。

(3)も し志 向的 内容 が局所化 されえ ない な ら、実在的主観(人 間)は 感覚 は しえて も思考

しえない ということになろ う。 しかしなが ら、 フッサ ールの通常 の見解 か らす る と

志 向機 能 の神 経生理学 的メ カニズ ムの解 明 や志向性が 局所化 され る脳 の部位 の特 定が

困難 であ るこ となど諸 々の心身問題 を度外 視 して も 意識 は志 向的内容 を含 め総 じ

て実在 化(身 体 化)さ れ うる もの と考 え られて いる。いずれ にせ よ、他者 問題 の アポ

リア を云 々す る以前 に、 実は この点 に超 越 論的基礎付 けの本質 的 アポ リアが ある と私

には思わ れるので あるが……詳細 は別の論文 に譲 る。

(4)この ように心(精 神)に 延 長 を帰せ しめそれ を物質化せ ざるをえな くな る とい う事態

は、 デカル ト哲学 におい て も心身の合一 を論 じる際 に見 られ る ものであ り、それ は心

身分離 の形而上学 的原理 と矛盾 す るものであった。例 えば、 ルネ ・デ カル ト 「エ リザ

ベ ー トへ の書 簡(1643年6月)」 『デ カ ル ト著作集3』(1973年 白 水社)

296,297ペ ー ジ、(EuvresphilosophiquesTome皿(EditionsGarnierFreures1973)

46ペ ー ジ以下参 照。

(5)この主客 図式 の説明 と して、 カン トの 「超 越論 的 には観 念的 だが経験:的には実在的」

とい う定式 を応 用 して、物 質的事物 は 「超 越論 的主観 に とっては内在的(観 念 的)で

あるが経 験 的主 観 に とっ て は超 越 的(実 在 的)で あ る」 と言 え ようか?こ の図式

が示 す構造 構 成記述 の過程 で構成 主観 が被構成体 と して客観 レベ ルに不 可避的 に

巻 き込 まれ て しまうとい う循 環構造 は現象 学のみ な らず、現象主 義 を含 めて、構 成説

(こ こで この語 は極め て緩 い意味で使用 されてい る)を 採 用す る哲 学一般 に妥当す る

構造 であ る と思 われ るが 、 この点 につ いては別途検証 が必要で あろ う。

〔西哲史 博士課程〕
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Empfindung and Leib 
- die phanomenologische Analysen and ihre transzendentale Bedeutung

Norikazu TSUGITA

   In dieser Abhandlung wird es behauptet, daB der Transzendentalismus den Naturalismus nicht 

einfach leugnet, sondern in rich als sein Moment einschlieBt. In der Tat betrachtet Husserl in 

seiner regionalen Ontologie den Menschen als reale Einheit von Seele and Korper and raumt auch 

zwischen den beiden eine Kausalbeziehung ein, die nicht bloBe intentionale Beziehung ist. Aber 

wichtig ist es, daB der Naturalismus in der Phanomenologie nur konstituierter Naturalismus ist, 

wie die gesamte Natur nur in der transzendentalen,Epoche` konstituiert ist. Um dieses zu bestatigen, 

wollen wir die Art schildern, wie das transzendentale BewuBtsein den Leib durch die Empfindungen 

konstituiert and sich in ihn als Teil der Natur realisiert. Dadurch werden auch die formale Struktur 

der transzendentalen Konstitutionstheorie and ihre Aporien klargemacht.
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